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（
質
問
の 

一
二
）

答

弁

第

一

二

号 

    

衆
議
院
議
員
古
屋
貞
雄
君
提
出
富
士
山
頂
の
国
有
土
地
払
下
げ
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
一
二
号 

 

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
九
日 

衆

議

院

議

長 

大 
野 
伴 

睦 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
古
屋
貞
雄
君
提
出
富
士
山
頂
の
国
有
土
地
払
下
げ
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

社
寺
国
有
境
内
地
の
処
分
は
、
「
社
寺
等
に
無
償
で
貸
し
付
け
て
あ
る
国
有
財
産
の
処
分
に
関
す
る
法
律
」
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
五
十
三
号
）
に
基
き
、
社
寺
側
の
申
請
に
よ
り
社
寺
境
内
地
処
分
審
査
会
に
諮
問
し
て
、
譲
与
又
は
売
り
払
う
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

富
士
山
八
合
目
以
上
も
他
の
社
寺
国
有
境
内
地
の
場
合
と
同
様
、
静
岡
県
富
士
宮
市
所
在
の
富
士
山
本
宮
浅
間
神
社
の
境

内
地
と
し
て
当
該
神
社
に
無
償
で
貸
し
付
け
て
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
神
社
の
譲
与
申
請
に
対
す
る
処
分
は
、
前
記

法
律
に
基
き
正
規
の
手
続
に
よ
つ
て
行
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

当
該
申
請
の
処
理
に
当
つ
て
は
、
法
令
の
規
定
す
る
諸
条
件
及
び
富
士
山
の
も
つ
特
殊
性
を
勘
案
し
た
と
認
め
ら
れ
る
社

寺
境
内
地
処
分
中
央
審
査
会
の
答
申
が
な
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
基
き
さ
き
の
処
分
を
行
つ
た
次
第
で
あ
る
。 

一
方
社
寺
国
有
境
内
地
の
処
分
に
不
服
あ
る
者
は
、
法
令
の
規
定
に
基
き
訴
願
を
な
し
得
る
こ
と
と
な
つ
て
お
り
、
こ
の

訴
願
に
つ
い
て
も
前
記
の
審
査
会
に
諮
問
し
て
裁
決
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 



し
か
し
て
、
前
記
の
処
分
に
対
し
て
は
、
同
神
社
か
ら
こ
れ
を
不
服
と
し
、
全
面
的
に
譲
与
さ
れ
た
い
旨
の
訴
願
を
提
起

し
て
い
る
。
こ
の
訴
願
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
近
く
開
催
さ
れ
る
審
査
会
に
附
議
す
る
予
定
で
あ
つ
て
、
審
査
会
の
結
論
を

予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
そ
の
良
識
あ
る
討
議
、
判
断
を
期
待
し
、
そ
の
答
申
に
基
き
合
理
的
な
処
置
を
す
る
意

向
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る 

四 

 




